
自動起動装置 

弾道ミサイル情報、津波警報、緊急地震速報など、対処に時間的余裕のない事態に関する情報を国

（内閣官房・気象庁から消防庁を経由）から送信し、市町村防災行政無線（同報系）等を自動起動す

ることにより、国から住民まで緊急情報を瞬時に伝達するシステム 
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 情報の種別 区分 情報の種別 区分 

1 弾道ミサイル情報 ◎ 14 震度速報 ○ 
2 航空攻撃情報 ◎ 15 津波注意報 ○ 
3 ゲリラ・特殊部隊攻撃情報 ◎ 16 噴火警報(火口周辺) ○ 
4 大規模テロ情報 ◎ 17 気象等の警報 ○ 
5 その他の国民保護情報 ◎ 18 土砂災害警戒情報 ○ 
6 緊急地震速報 ◎ 19 竜巻注意情報 ○ 
7 大津波警報 ◎ 20 記録的短時間大雨情報 △ 
8 津波警報 ◎ 21 指定河川洪水予報 △ 
9 噴火警報(居住地域) ◎ 22 東海地震に関連する調査情報 △ 
10 噴火速報 ◎ 23 震源・震度に関する情報 △ 
11 気象等の特別警報 ◎ 24 噴火予報 △ 
12 東海地震予知情報 ○ 25 気象等の注意報 △ 
13 東海地震注意情報 ○ 

Ｊアラートで配信する２５情報のうち、１１情報については、原則として、市町村防災行政

無線（同報系）等を自動起動させる設定にされている。 

区分の凡例 
◎：同報無線等を自動起動するもの 
○：市町村の設定により同報無線等を自動起動 
△：同報無線等を自動起動させないもの 

Ｊアラートで配信される情報 



耐災害性 
 衛星回線と地上回線の２系統による情報受配信、送信・管理シ

ステムのバックアップ拠点を有する災害に強いシステム。 

Ｊアラートの特色 

時間的に猶予のない緊急事態の発生を国民に伝え、迅速
な避難行動を促すことを目的とする 

瞬時性 
 市町村防災行政無線等を自動的に起動させることで、地方公

共団体職員の手を介さず、国から住民に直接情報を伝達。 
 休日・夜間など、地方公共団体の職員体制に関わらず住民に

情報を伝達。 
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Jアラート受信機の整備状況 

Jアラート自動起動装置※の整備状況 

Jアラートの整備状況 

※ J アラートによる情報を住民に伝える情報伝達手段を、職員の操作を介さずに、起動させる機器又は仕組み。 
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